
 
 

Fig. 1. Schematic of RIE processing on 

PF-POF.  
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はじめに プラスチック光ファイバ（POF: Plastic Optical Fibers）を用いた歪・温度センサは，ガラス

光ファイバ製センサよりも高い柔軟性を有し，ファイバ・ブラッグ・グレーティング[1]やブリルアン

散乱を利用したセンサ[2]などが開発されている。特に，全フッ素化（PF-: Perfluorinated）POF は，通

信波長帯で光伝搬損失が比較的低いため，センサ応用でも期待されている[1–3]。一般に PF-POF は，

PF アクリルのコア（直径 50–120 m）とクラッド（数 10 m 厚）が，ポリカーボネート（PC: Polycarbonate）

製の補強層（数 100 m 厚）に被膜されている[3]。従来の PF-POF を用いたセンサの特性は，コアやク

ラッドと比べて分厚い補強層に大きく影響を受ける[2,4]。センサ応用に向けた POF 微細加工に関する

従来技術では，ウェットエッチングにより補強層を薄くした例 [5]はあるが，エッチング界面で光損失

が増大するため，センサ特性制御は未達である。そこで本研究では，センサ応用に向けた PF-POF 表面

の微細加工技術の実現を目的として，ドライエッチング技術の一つである反応性イオンエッチング

（RIE: Reactive Ion Etching）の利用を提案する。前回発表[6]では，RIE を用いた PC エッチング条件の

検討結果を報告した。今回は，実際に POF の PC 補強層を RIE 処理したので報告する。 

POF 表面の加工実験  本実験では，RIE チャンバ内に PF-POF を設置し，PF-POF 片側の PC 補強層

の一部除去を目指した（図 1）。エッチングガスには準備実験[6]を参考にして，サンプル 1 は O2 ガス

（700 W，O2: 200 sccm，0.15 Torr），サンプル 2 は O2と CF4の混合ガス（500 W，O2: 200 sccm，CF4: 50 

sccm，0.15 Torr）を用いた。また， RIE 処理時の温度が 100℃程度になるように，各 RIE 工程の電力

パワーを調整した。サンプル 1，2 とも RIE 処理を 120 分間行い，RIE 未処理のサンプル 3 と比較した

顕微鏡写真を図 2 に示す。サンプル 1，2，3 の各 PF-POF の最小直径はそれぞれ 469 m，335 m，490 

m であり，RIE を用いて PF-POF 表面をドライエッチング可能であることを実験的に確認した。 

結論と今後の展望 酸素プラズマを利用した RIE を用いることで，PF-POF 表面のドライエッチングを

実現し，センサ応用に向けた PF-POF 表面の微細加工技術の実現見通しを得た。今後は，提案加工技術

を用いた POF センサ特性制御を目指す。 
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Fig. 2. Photographs of RIE-processed or unprocessed 

PF-POFs. 
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